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１. 個人情報保護法改正（令和2年及び令和3年改正）の概要
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「個人情報の保護に関する法律等の一部を改正する法律」（令和２年改正法）及び
「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」（令和３年改正法）
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出典・参照：個人情報保護委員会、個人情報保護法 令和2年改正及び令和3年改正案について （令和3年5月7日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/kojin_iden/life_science/pdf/001_03_02.pdf

改正個人情報保護法：令和2年改正法の概要 2
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👈
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出典：個人情報保護委員会、個人情報保護法 令和2年改正及び令和3年改正案について （令和3年5月7日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/kojin_iden/life_science/pdf/001_03_02.pdf

改正個人情報保護法：令和2年改正法の概要
➣ 「匿名加工情報」と「仮名加工情報」の定義・義務の違い
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出典・参照：個人情報保護委員会、個人情報保護法 令和2年改正及び令和3年改正案について （令和3年5月7日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/kojin_iden/life_science/pdf/001_03_02.pdf

改正個人情報保護法：令和３年改正法の概要 4
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出典・参照：個人情報保護委員会、個人情報保護法 令和2年改正及び令和3年改正案について （令和3年5月7日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/kojin_iden/life_science/pdf/001_03_02.pdf

改正個人情報保護法：令和３年改正法の概要
➣ 学術研究に係る適用除外規定の見直し（精緻化）
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GDPR（General Data Protection Regulation: 一般データ保護規則）

➣ちなみに、後述する倫理指針においては、上記の「学術研究機関等」とは別に「研究機関」の用語も存続：これは法令で規
定されるところの「学術研究機関等」に限られるものでなく、学術研究機関等以外の法人や行政機関なども含む用語。
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出典・参照：個人情報保護委員会、個人情報保護法 令和2年改正及び令和3年改正案について （令和3年5月7日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/bio/kojin_iden/life_science/pdf/001_03_02.pdf

※仮名加工情報
他の情報と照合しない限り特定

の個人を識別できないように加工
された情報（対照表と照合すれば
本人が分かる程度まで加工された
もの）。

ただし、あくまで内部利用を前
提としたもの。第三者提供は原則
禁止、識別行為の禁止、安全管理
措置等が求められることに注意。

※学術研究に係る適用除外規定
の見直し（精緻化）

従来、個人情報取扱事業者の義
務について、学術研究の場合は一
律に全て適用除外であったところ
を、義務ごとの例外規定として精
緻化。

【利用目的により制限】
【要配慮個人情報の取得制限】
【第三者提供の制限】
⇒学術研究は例外。

【安全管理措置等】
【保有個人データの開示等】
⇒学術研究も適用されることにな
った。
（※改正倫理指針では、指針上の義務から
法律上の義務となる見通し）

従来の個報法、行政機関個情法、
独立行政法人等個情法の3本の法
律を1本の法律に統合、全体の所
管を個人情報保護委員会に一元化
。

学術研究分野を含めて、EUの
GDPR（General Data 
Protection Regulation：一般デ
ータ保護規則）との整合化がはか
られる。

【小括】令和2年改正及び令和3年改正の概観
6
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２. 個人情報保護法改正に伴う倫理指針の一部改正の概要
─行政の説明資料から─
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（１）指針の体系に係る規定の見直し
① 用語の整理【現行指針第２(24)～(31)関係】
（28） 匿名化、（29）対応表 、（31） 非識別加工情報 の用語の廃止等。

👉その他、改正個情法にあわせて「仮名加工情報」「削除情報等」「加工方法等情報」「個人関連情報」等の
用語も新設。

② 指針の適用範囲【現行指針第３関係】
③ 指針における個人情報の管理主体

（２）インフォームド・コンセントを受ける手続等の見直し
①新たに試料・情報を取得して研究を実施する場合【現行指針第８の１(1) 関係】
②自機関で保有する既存試料・情報を用いて研究を実施する場合【現行指針第８の１(2) 関係】
③他の研究機関に既存試料・情報を提供する場合【現行指針第８の1(3)・(4) 関係】
④海外へ第三者提供する場合【現行指針第８の１(6) 関係】⑤その他

（３）現行指針第９章の見直し【現行指針第18～21関係】
👉第９章 個人情報等及び匿名加工情報：

第18の２ 個人情報等に係る基本的責務のうち 適正な取得等、第19 安全管理、第20 保有する個人情報の開示等、
第21 匿名加工情報の取扱い）については、改正個情法が適用されることになるため削除。

（４）経過措置
👉現行指針及びそれ以前の指針の規定により実施中の研究については、個人情報保護関連法令及びガイドラインの規定

が遵守される場合に限り、なお従前の例によることができることとする。

（５）その他記載の適正化等、上記を踏まえた所要の見直し

【施行期日】令和4年4月1日

8
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個人情報の保護に関する法律等の一部を改正する法律（令和２年改正法）及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律（令
和３年改正法）の一部が令和４年４月 1 日に施行されることに伴い、生命・医学系指針についても、改正後個情法の規定を踏まえた見直しが行
われている。

個人情報保護法 改正に伴う生命・医学系指針の一部改正の概要

出典：文部科学省研究振興局ライフサイエンス課生命倫理・安全対策室、厚生労働省大臣官房厚生科学課、医政局研究開発振興課、
経済産業省商務・サービスグループヘルスケア産業課「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の一部を改正する件（概要）」
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000226636、令和3年11月8日、
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出典：文科省研究振興局ライフサイエンス課「令和２・３年個人情報保護法の改正を受けた生命・医学系指針の見直しについて」（令和4年2月）
https://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n2265_05.pdf

👉

➣指針第２関係の用語の整理
「匿名化」の用語の廃止：「個人情報を加工」して得られた「匿名加工情報」、「仮名加工情報」、これらのいずれにも該当しない個人に関する情
報は「個人情報」として扱う。これらの加工方法や加工に係る削除情報等について法の規定との対応関係を念頭に整理（「対応表」の用語の廃止）。

資料２



手法名 解説

項目削除 加工対象となる個人情報データベース等に含まれる個人情報の項目を削
除するもの。例えば、年齢のデータを全ての個人情報から削除すること。

一般化 加工対象となる情報に含まれる記述等について、上位概念若しくは数値
に置き換えること。例えば、購買履歴のデータで「きゅうり」を「野
菜」に置き換えること。

トップ（ボトム）コー
ディング

加工対象となる個人情報データベース等に含まれる数値に対して、特に
大きい又は小さい数値をまとめることとするもの。例えば、年齢に関す
るデータで、80 歳以上の数値データを「80 歳以上」というデータにま
とめること。

ミクロアグリゲーショ
ン

加工対象となる個人情報データベース等を構成する個人情報をグループ
化した後、グループの代表的な記述等に置き換えることとするもの。

丸め(ラウンディング) 加工対象となる個人情報データベース等に含まれる数値に対して、四捨
五入等して得られた数値に置き換えることとするもの。

ノイズ（誤差）付加 一定の分布に従った乱数的な数値等を付加することにより、他の任意の
数値等へと置き換えることとするもの。

疑似データ生成 人工的な合成データを作成し、これを加工対象となる個人情報データ
ベース等に含ませることとするもの。

出典：個人情報保護委員会事務局レポート：匿名加工情報「パーソナルデータの利活用促進と消費者の信頼性確保の両立に向けて」 （2017年2月）
https://www.ppc.go.jp/files/pdf/report_office.pdf

10参考 「匿名加工情報」個人情報の匿名加工に用いられる代表的な技術的手法

➣加工元の個人情報を復元することができないように加工。
➣個人が一切分からない程度まで加工されたもの＝個人情報に該当せず。

資料２



■匿名加工情報取扱事業者の義務（法44条、45条、46条）

【提供時公表・提供先明示義務】

匿名加工情報を第三者に提供するときは、提供する匿名加工情報に含まれる個人に関する情報の項目および提供方法につい
て公表するとともに当該第三者に当該提供に係る情報が匿名加工情報である旨を明示しなければならない。

【識別行為禁止義務】

匿名加工情報を利用するときは、元の個人情報に係る本人を識別するために、削除された記述など若しくは個人識別符号若
しくは加工方法に関する情報を取得し、または当該匿名加工情報を他の情報と照合してはならない。

【安全管理措置等公表義務(努力義務)】

匿名加工情報の安全管理措置、匿名加工情報の取扱いに関する苦情の処理その他の匿名加工情報の適正な取扱いを確保する
ために必要な措置を自ら講じて、その内容を公表するよう努めなければならない。

11「匿名加工情報」に関する義務 (改正個人情報保護法第43条～46条)参考

■匿名加工情報を作成する個人情報取扱事業者の義務（法43条）

【適正加工義務】

匿名加工情報を作成するときは、特定の個人を識別すること及びその作成に用いる個人情報を復元することができないよう
適正な加工を行わなければならない。

【安全管理措置義務】

匿名加工情報を作成したときは、削除した記述などおよび個人識別符号並びに加工方法などの情報の漏えい防止するために
必要なものとして安全管理措置を講じなければならない。

【作成時公表義務】

匿名加工情報を作成したときは、当該匿名加工情報に含まれる個人に関する情報の項目を公表しなければならない。

【提供時公表・提供先明示義務】

匿名加工情報を第三者に提供するときは、提供する匿名加工情報に含まれる個人に関する情報の項目および提供方法につい
て公表するとともに、当該第三者に当該提供に係る情報が匿名加工情報である旨を明示しなければならない。

【識別行為禁止義務】

匿名加工情報を自ら利用するときは、元の個人情報に係る本人を識別するために、当該匿名加工情報を他の情報と照合して
はならない。

【安全管理措置等公表(努力義務)】

匿名加工情報を作成したときは、当該匿名加工情報の安全管理措置、匿名加工情報の取扱いに関する苦情の処理その他の適
正な取扱いを確保するために必要な措置を自ら講じ、かつ、当該内容を公表するよう努めなければならない。
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出典：文科省研究振興局ライフサイエンス課「令和２・３年個人情報保護法の改正を受けた生命・医学系指針の見直しについて」（令和4年2月）
https://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n2265_05.pdf

個人情報保護法改正に伴う生命・医学系指針一部改正について
資料２
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13【参考】生命・医学系指針の一部改正 新旧対応表より（1）

出典： 第4回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議資料２（令和4年1月12日）
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の一部を改正する件（案）」，https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000878557.pdf
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出典： 第4回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議資料２（令和4年1月12日）
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の一部を改正する件（案）」，https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000878557.pdf

【参考】生命・医学系指針の一部改正 新旧対応表より（２）
資料２
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出典： 第4回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議資料２（令和4年1月12日）
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の一部を改正する件（案）」，https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000878557.pdf

仮名加工情報を作成するために、個人情報から削除された
記述や個人識別符号、当該の加工方法等に関する情報

【参考】生命・医学系指針の一部改正 新旧対応表より（３）
資料２
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出典： 第4回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議資料２（令和4年1月12日）
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の一部を改正する件（案）」，https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/000878557.pdf

匿名加工情報を作成するために、個人情報から削除した
記述や個人識別符号、当該の加工方法等に関する情報

【参考】生命・医学系指針の一部改正 新旧対応表より（４）
資料２
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出典：文科省研究振興局ライフサイエンス課「令和２・３年個人情報保護法の改正を受けた生命・医学系指針の見直しについて」（令和4年2月）
https://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n2265_05.pdf

個人情報保護法改正に伴う生命・医学系指針一部改正について
資料２
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出典：文科省研究振興局ライフサイエンス課「令和２・３年個人情報保護法の改正を受けた生命・医学系指針の見直しについて」（令和4年2月）
https://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n2265_05.pdf

個人情報保護法改正に伴う生命・医学系指針一部改正について
資料２




